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はじめに 

 

 

「持続可能な環境まちづくりへ」 
 

 

 名古屋から電車で約 30分の犬山は、都市部へのアクセス

も良い上に、自然環境や生活環境なども良好で、都会に近い

便利な田舎です。住み続けたい、住んでみたい、訪れてみた

いという点も踏まえ、持続可能なまちづくりの展開を考える

と、この環境は犬山の強みであり、これを活かすことが肝心

です。 

 持続可能な環境まちづくりを推進するためには、担い手の

掘り起こしと育成、環境活動を通じた価値や富の創出が重要

と考えます。 

 環境と言っても様々な観点がありますが、どの活動におい

ても犬山は最高の舞台であり、出番や居場所を多様に設ける

ことができます。そうした場づくりを通じて、担い手の掘り起こしや育成を地道に進めていくこ

とが、持続可能な展開を支えていくチカラとなります。 

 また、どんなに良い環境活動でも、単に我慢を強いるだけでは、結局持続しません。より良い

環境づくりを進めつつ、そのことが価値や富として実感できるものとして、みんなで楽しく活動

できるようにしていくことが、持続可能な展開を支えていく動機づけとなります。 

 環境問題は、何事も官民連携して、みんなで取り組むことが不可欠であり、一人が百歩を進む

ことよりも、百人が一歩を踏み出すことが大事です。このたびの新たな環境基本計画の策定が、7

万 4 千人の一歩につながるよう展開していきます。また、計画を作ることが目的ではありません

ので、今後この計画の進捗状況の検証を欠かさず、ゴールに向かって着実に前進を重ねていきま

す。 

 千年先を見据え、持続可能な環境まちづくりの新たな一歩を、みんなで踏み出しましょう！ 

 

  令和３年 ３月 

犬山市長  山 田 拓 郎 
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